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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　さいたま市では、義務教育学校建設（南区）
をはじめ、大規模マンション「シントシティ」
（大宮区）による小学校の過大規模化、大和
田地区にできる新設校（見沼区）などの課
題が目白押しです。この問題を議会でとり
あげてきた市議が語りました。

とば　武蔵浦和の義務教育学校の現状はどうで
すか？

金子　開校準備室が 10 月に立ち上がり、
2028年度開校をめざしています。学校規模
は当初3700人の計画が 3082人に縮小さ
れたものの、大規模です。この学校は3つ
の校舎に分かれ、1～ 4年生と 5～ 9年生
を別々に教育する計画です。しかし2月の
入札は不調に終わりました。当初133億円
だった予算が220億円まで膨らみましたが、
それでも請け負う業者がいません。このまま
だと資材の質や工期に影響が出て、安全性に
問題が生じる恐れがあるため、地元のみなさ
んとともに計画中止を求めて声を上げてい
ます。

とば　背景には、マンション建設を許可しなが
ら学校を増やさず、小学校がパンク状態にな
った問題がありますね。「シントシティ」の
状況はどうですか？

池田　「シントシティ」は1411戸の巨大マン
ションで、学区は大宮南小学校ですが、子ど
もたちの受け入れが困難になっています。こ
のままでは2030年に生徒数1703人、54
クラスという状況になります。そこで上木崎
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子どもの視点はどこへ

小学校（浦和区）への通学も選択できる計
画が決まりました。しかし上木崎小学校も
2030年には 1271人、42クラスに膨れ上
がります。対策として校庭にプレハブ校舎を
建て、子どもたちの遊び場である築山を解体
するという説明があり、保護者は驚いていま
す。さらに隣接するJR住宅の改築情報もあ
り、その場合はプールを壊して2つ目のプ
レハブ校舎を建てる計画です。さいたま市が
子どもの増加を見越した計画を持っていな
かった責任は大きいと思います。

金子　「シントシティ」建設中から、私たち市
議団は子育て施設が足りなくなると本会議
で質問していましたが、教育委員会は「大丈
夫」と言い張っていました。

池田　浦和駅西口再開発でも「高砂小学校の児
童がどれくらい増えるのか」と質問しました
が、「局が違うので答えられない」とのこと。
都市局と教育委員会の連携が見えません。

とば　一方、大宮小学校の件では開発をすすめ
る側として連携しているようですね。

金子　大宮小学校の問題は、大宮駅のグランド
セントラルステーション化構想の中で、駅周
辺に車を入れないための隔地駐車場を大宮

　4月 5日、党市議団が見沼
グリーンセンター（北区）で2
月議会報告会を開催し、北区を
中心に約40名の参加者があり
ました。
　はじめに金子あきよ市議が代
表質問の報告として市の予算の
問題点と、市議団の予算組み替
え提案について報告しました。市が住民の納得
のないままに推し進める大型公共事業に莫大な
予算が投入されている実態を、具体的な数字を
挙げて示しました。
　次に、とばめぐみ市議が「総合療育センター
ひまわり学園」の保護者の声を集めて何度も議
会に届けてきたことで、通園時間や通園バス拡
充、看護師増員等に大きな前進があったこと、
また不登校対策として2026年度から本市で
はじまる「学びの多様化学校」の問題点につい
て語りました。
　続いて久保みき市議が、議会で何度も求めて
きた市立知的障がい特別支援学校の新設につい
て「夢がかなった」と報告。また、本来なら新
年度から実証実験が始まる予定だった公共交通

の運賃助成制度が延期となったことについて、
課題と今後を話しました。
　さらに池田めぐみ市議が教育問題を取り上
げ、「給食室の炊飯器は、未設置の学校がある
こと」「教室にスクリーンがないこと」など、
当事者の声をもとに質問し、子どもたちの学ぶ
環境を整えるよう要望したことを報告しまし
た。戦後80年を迎える今年、平和学習で児童
生徒の広島派遣が実施されることを報告する
と、会場の共感を呼びました。
　参加者からは、大宮南小と上木崎小の学区問
題、公園のトイレ、下水道対策、市庁舎移転、
三菱マテリアルの放射性廃棄物漏出問題、統一
協会とさいたま市の対応など幅広い問題の質問
が出され、活気のある報告会となりました。

市政の課題つぎつぎと
2 月議会報告会ひらかれる
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あなたの身近な市議会議員です
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区役所跡地と大宮小学校を一体開発してつ
くろうとしていることです。「駅前賑わい拠
点」として整備する計画が進んでいます。
とば　150年の歴史があり、地域の祭りやコ
ミュニティの中心でもある大宮小学校。現在
の土地と緑を残して、との声が多く上がって
いますが、市は聞く耳を持ちませんね。
池田　駐車場と小学校をセットにするイメージ
がまったくわかないという声を多く聞きま
す。子どもたちの教育環境より開発が優先さ
れているようです。

教室がなくなる？
金子　文科省は「学校の地域に対する役割」を
強調し、学校本来の役割を変質させようとし
ている面があります。武蔵浦和学園では「地
域交流エリア」として音楽スタジオやキッチ
ン、図工アトリエなどを設け、「地域の大人
にとっても魅力的な学習空間」として地域住
民も使えるようにするそうです。
とば　2026年 4月開校予定の大和田小学校で
も「どこでも教室」という概念が導入されて
います。この学校は、文科省の「未来の学校」
構想による設計変更で開校が1年遅れまし
た。従来の「廊下と教室」という区分をなく
し、パーテーションで自由に変形できる空間

にするそうです。
金子　武蔵浦和義務教育学校も同様の設計で、
最初は可動性のパネルだけでしたが、音漏れ
の問題で遮音性の高いパーテーションを追
加し、コストが上がりました。
池田　これは1人 1台タブレット教育とも連
動していると思います。授業中はそれぞれ
黙々とタブレットに向かっている状態で、コ
ミュニケーション能力が育つか不安です。
金子　「個別最適化」の名のもとに、自分のい
たいところでタブレットを開いて勉強する
環境を推進しています。しかし、それが本当
に子どもの育ちにとってよいのでしょうか。
池田　タブレット学習では、音楽の授業でも音
が出ず、図工でも実際に絵を描くことの価値
を疑い、「絵を描くことの当たり前を疑いま
しょう」と言って、写真を撮るだけの授業も
あるそうです。
とば　触れる、聞く、大きな声を出すといった、
子ども時代に必要な実体験が奪われています
ね。タブレットが教えてくれるなら、先生も
要らないという発想につながりかねません。
金子　「タブレットの中に築山があって、メタバ
ースの私が築山を登る」みたいな世界ですね。
池田　「昔は築山があったんだよ」と言われる
時代が来るかもしれません。リアルな体験が

　市内中学校で、今年度の修学旅行の行先を大
阪 ·関西万博にしている学校があることがわか
り、党市議団に保護者、市民から多くの不安の
声が寄せられました。
　大阪 ·関西万博については、安全性が懸念さ
れています。万博会場内では建設中からメタン
ガスが発生し、4月 6日にも基準値を超える
メタンガスが検知され、現場近辺は「立入禁止」
の対応が続けられています。また地震や津波発
生時の危険性が指摘されていますが、人工島を
会場にしているため、アクセスのルートが限ら
れています。さらに建物やパビリオン以外に会
場内には陽射しや風雨をさえぎるものがなく、
熱中症対策などにも不安があります。
　党市議団は「こうした多数の懸念があり安全
性が担保できない以上、子どものいのちを最

安全性保証できない
大阪万博修学旅行は中止を

市教委に申し入れ

さいたま市にお住まいの中学生 ·高校生のみなさんを対象に、校則についての
アンケートにとりくんでいます。さいたま市では2022年に文部科学省から
の通知を受けて「不合理な校則見直しプロジェクト」にとりくみ、一定の校則
の見直しがおこなわれました。しかし未だに「靴下の色は白 ·黒 ·紺 ·茶 ·グ
レーで、安全面を考慮し、くるぶしが隠れる程度のものを履く」「肩につく髪
は耳より下で結ぶ」（いずれも中学校の校則）、「染髪 ·パーマは禁止」「化粧は
禁止」「アルバイトは不可」（高校の校則）など、不合理な校則が残されている
のが現実です。ご家族やお知り合いの方で中学生 ·高校生の方がいましたら、
ぜひアンケートのことをお知らせください。ご協力お願いします。

優先にして、万博への修学旅行は中止するべき」
と判断、4月14日に教育委員会に対して大阪
·関西万博への修学旅行を計画している学校に、
日程行き先の再検討をおこなうよう要請するこ
とを求める申し入れをおこないました。すでに
吹田市教育委員会が万博遠足の参加見送りを決
定。また、5月に修学旅行で万博に行く予定だっ
た船橋市の学校も行き先を変更しています。教
育委員会と学校に適切な判断を求めていきます。

校校則則
どう思うどう思う？？

アンケート
のお願い

失われていくことが心配です。
とば　このような学校が子どもたちにとって行
きたいと思える場所になるか疑問です。さい
たま市は子どもを無視した計画を率先して
進めています。私たちは子どもの立場に立っ

て、子どもを守り育てる教育を、と求めてい
かなければなりません。教育委員会には子ど
もの視点を忘れずに行政を進めてほしいと、
議会でも求めていきましょう。


